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国際化の最前線から国際化の最前線から

外国人受入環境整備の今とこれから
東京出入国在留管理局在留支援部門　上席入国審査官　木下　怜

 アウトリーチによるアプローチの観点から
本邦に在留する外国人は毎年過去最多を更新してお

り、外国人の定着化や多様化が進んでいる状況にある。
在留外国人の中には、困りごとや心配ごとを抱えてい
る人がいる。また、日本人の中にも、外国人に対し、
言語の壁によりトラブルが発生するのではないかと不
安を感じる人がいる。このような困りごとなどを解消
し、目指すべき社会を実現するために、外国人在留支
援センター（ＦＲＥＳＣ）が設立された。ＦＲＥＳＣ
には、４省庁８機関が入居しており、外国人からの相
談対応や企業支援、地方自治体への支援などに対しワ
ンフロアで幅広く対応できることが強みとなっている。
支援の現場では、支援や活動を対象者のもとに届け

る「アウトリーチ」、その反対の概念として、対象者が
施設や会場に足を運ぶ「インリーチ」という２つの支
援方法があるところ、ＦＲＥＳＣが行う活動は、相談
者に来訪してもらい対応するという、インリーチによ
る支援という側面が強い。
今後、さらなる外国人の受入環境整備を進めていく

ためには、ＦＲＥＳＣでのインリーチによる対応だけ
でなく、アウトリーチによる取り組みも推進していく
必要があると考える。そこで、当局が取り組み始めて
いる事業を２つ紹介したい。
１つ目は、「出張型生活オリエンテーションの実施」

である。2026 年１月 23 日にとりまとめられた「外
国人の受入れ・秩序ある共生のための総合的対応策」
では、在留外国人などを対象として、ニーズや疑問を
聞き取り、日本のルールや制度などを説明する双方向
での対話型オリエンテーションを国主導で実施してい
く旨明記されており、このような地域コミュニティー
への出張型の生活オリエンテーションはこの総合的対
応策に盛り込まれた内容を具体化したものとなってい
る。2025 年度において、出入国在留管理庁は支援団

体が主催するオリエンテーションにオブザーバーとし
て参加していたが、2026 年度からは当庁が主体となっ
てさまざまな地域で生活オリエンテーションを実施し
ていく予定である。
２つ目は、「地域ネットワークへの当庁の積極的な援

助」である。当局は、2021 年から関東圏内の支援団
体などで構成される外国人支援者のネットワークにオ
ブザーバー参加しており、その活動の一環として、
2025 年度は出入国管理および難民認定法に関する勉
強会などを実施した。2026 年度以降も、会員団体を
増やしつつ、関係構築を強化しながら支援者同士が連
携できるよう、引き続き協働した事業を展開していく
予定である。
先述した２つのアウトリーチ事業を進めていく上で、

私自身の自治体出向の経験や多文化共生マネージャー
のネットワークなどによる横のつながりは非常に役に
立っている。これからも外国人コミュニティーや支援
団体から御助言な
どをいただきなが
ら、一層の連携を
図った上で、アウ
トリーチ事業の拡
大に尽力したい。
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